
































































































































































































































大 場 六 夫16
描画（アート）活動がもたらす心豊かな格差のない社会づくり
将来に向けたデザインやデッサンの指導について、筆者は活動として不安はあった。しかし、創作の時間で絵を描
く楽しさを知った利用者は、ほとんど抵抗なく、デザインやデッサンの指導を受け入れてくれた。
「創作の時間」の取り組みは、「障害者差別防止法」の実施と相まって、社会の流れと合致していたためか、新聞
等に取り上げられることが多くなった。以下に、「創作の時間」の参加者の作品で新聞に掲載されたものを紹介す
る。
創作の時間を始めてデザインに発展した時の掲載誌（京都新聞）
ジャン・デュビュッフェの言葉に「正規の美術を受けずに独学や開発した表現力で作品を作る人は創作物だ」と
ある。創作の時間で描いている絵は正にその創作物だと考えられる。
そこから発展してのデッサンやデザイン画（図案）は、その創作から生まれていると、筆者は考える。
当初、デッサンやデザインの指導をしても、絵として反映されるまで、筆者の中では何度も葛藤があった。創作
の時間で、絵を楽しんでいた時は、全く自由に描いていたからそれでよかった。どのような作者の思いの表出も、
受け止め認めることが出来た。しかし、デッサン、デザインとなると、それなりの概念がある作品でなければいけ
ない。そのことを、利用者に理解をもって止めてもらえるまでに、いくらかの時間を費やした。
そんな状況でも、以前ひきこもって、社会と閉ざしていた頃とは変化が起こっていた。それは、グループで活動
をしているという実感であった。それぞれ各人は、その場のみの顔合わせであり交流であったが、その場がみんな
のコミュニティになっていた。描画（アート）活動がもたらす心豊かな格差のない社会づくりとは、自分自身と向
き合うと同時に、他者との交わる瞬間でもある。
それは、お互いに褒め合う、自分自身の気持ちを語る。そのような経過を通して自分の中に、素質や、才能が
あったことに気づく。そうして、気づいたことを賞賛されることを何度も繰り返して行く過程において、達成感を
味わい、自信が生まれ、自尊感情も高まるように感じられる。アートを通して、どのような環境や条件にある人で
も、集団行動や社会に対し積極的に関われる資質を育成できると筆者は考える。
今後、描画（アート）の効果の検証、今後の展開について、組織づくりや運営方法、実践者育成など課題はつき
ないが、この活動は、継続して行く工夫が必要である。
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創作の時間からデッサン、デザインの講座での作品（イメージによるタペストリーデザイン）
